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静岡大学の理念と目標
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理念「自由啓発・未来創成」 ●多様な文化と価値観を尊重する豊かな人間性とチャ
レンジ精神を有し、高い専門性と国際感覚を備えた、
人類の未来と地域社会の発展に貢献できる人材を育
成します。

●上記の人材を育成するために、国際水準の質の高い
教育を行うとともに、学生・教職員の協働のもと、学
生が主体的・能動的に学習する教育を推進し、さら
に、学生が地域づくりの一員として、自由闊達に地域
の人 と々交流し、学びあい、地域課題の解決に向け連
携・協働する取組を進めます。

教育の目標

●社会の中の一員として、社会に開かれた教育研究を
推進するとともに、社会が直面する課題に協働して取
り組み、成果の発信と共有及び知と価値の共創を通
して社会に貢献します。
●地域社会と学生・教職員が相互に啓発しあう関係を
構築するとともに、地域との協働による課題解決を通
して、地域社会の価値の創造と持続的な発展に貢献
します。
●地域イノベーションをリードする人材の育成や産
官学金連携による共同研究、ベンチャー企業の活
動支援等を通して、地域の新産業・雇用の創出に
貢献します。

社会連携・
産学連携
の目標

●真理を探究する基礎研究から技術開発や課題解決
のための応用研究にわたる独創的な研究を推進し、
研究成果を国際社会や地域社会及び産業界に還元
することにより、人類の知及び学術文化の継承と発展
に貢献します。
●地域の知の拠点として、多様な研究を通して地域社
会の発展に貢献するとともに、世界をリードする研究
に取り組み、研究上の強みと特色のある分野では世
界的研究拠点の形成を目指します。

研究の目標

●諸外国と学生・教職員の幅広い交流や留学生の積極
的な受入れを通して、グローバルに活躍できる人材
を育成し、大学の国際化を推進します。
●地域社会に根ざした国際連携を推進し、地域と手を
携えながら、地域社会とアジア、そして世界とをつな
ぐ、人や文化・産業の橋渡しの役目を果たします。

国際連携
の目標

●「自由啓発・未来創成」の理念のもと、教育、研究、社
会連携・産学連携、国際連携の目標を達成するため、
経営基盤の効率化と適正化を図り、学問研究の自由
を尊重した透明性の高い大学運営を行います。また、
国立大学としての社会的役割を果たすため、学生・教
職員が持てる力を充分に発揮できる環境の維持に努
めるとともに学内外からの意見や批判を積極的に受
け止め、社会に開かれた大学を目指します。

大学運営
の目標
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各標のจ಄には、தظ標大ߝからબした߲には൪߸、๏人ಠࣗの標には̡ ಠࣗ とr記ࡌしています。
各計ըのจ಄には、๏人のதظ計ը൪߸を記ࡌしています。

4 5

੩Ԭେֶୈ̐ظதظඪɾதܭظը ྩ̐ʙྩ̕ ੩Ԭେֶୈ̐ظதظඪɾதܭظըのओͳ߲ࣄ

͝との標

๏ਓのجຊతͳඪ

　੩Ԭ大学は、ੈքจԽҨ࢈であるࢁ࢜をはじめとする๛かなࣗવ環境とจԽݯࢿにܙまれ、զがࠃ༗数の経ݍࡁをܗ成す
る੩Ԭݝにཱ地する૯合大学として、「ࣗ༝ܒ発ɾ未来成」のཧ೦にͮجき、地域ののڌに૬Ԡしい࣭の高い教育と
తな研究をਪਐする。とりΘ͚、ॾ学の発展に貢献すること、人類が๊えるڞ௨の՝にਅにき合うこと、地域社会と
ともにาみ発展することを、ج本తな標とする。
　ୈ̐ظதظ標ظ間に͓いても、「ࣗ༝ܒ発ɾ未来成」のཧ೦をܧঝした্で、ଟ༷ੑɾॊೈੑɾੑという৽たな
標を͛ܝ、これらをଚॏした๏人経営をண実にਪしਐめていく。また、͝とに下記の標を͛ܝ、ओ体తɾಈత学शの
展։、教育のࠃ際Խ、ಛఆに͓͚るੈքత研究のਪਐ、地域社会との࿈ܞを௨して、̨ ̙̜͂ のਪਐや社会のμΠόーγςΟ
などに貢献するなど、高等教育ؔػとして社会తをՌたす。

தظඪɹ��߲ தܭظըɹ��߲

をఆめ߲ࣄにؔするػめる割やٻ大学๏人にཱࠃがࠃ
たதظ標大ߝから、๏人の指すํੑを౿まえ、ಛに
มֵをਐめ、ಛ৭Խを図る߲を �� ߲બ
๏ਓಠࣗのதظඪΛ�߲Ճ（社会のμΠόーγςΟ
のਪਐ）

தظ標を౿まえ、๏人のڧみやಛ৭を生かし、̒年間で
ୡ成を指すਫ४やํࡦ、ධՁ指標を໌記（தظ計ը͝
とにධՁ指標の設ఆが͚ٛ）

ɹҭڭ
　σδタϧԽやάϩーόϧԽのਐ展、4PDJFUZ5�� の౸来といった社会
のைྲྀを౿まえ、૯合大学としての༏Ґੑを発شした人材育成のऔ
をਐめる

ࣾձͱのڞ
　地域χーζのѲ、地域社会とのڞにΑる՝ղܾのऔりみ、
のऔをਐめるܞ࿈ۚ学࢈

務ӡӦۀ
　ੑผ、ΤスχγςΟ、োの༗ແ、ੈ、ϥΠϑスタΠϧ、Ձ値؍な
ど、ҟなるόοΫάϥンυをもͭଟ༷な学生や教職員がڞに学ͼ、ڞ
にಇきやすいΩϟンύスのߏஙに͚たऔをਐめる

ڀɹݚ
　ଟ༷な研究を௨して地域社会の発展に貢献するとともに、研究্の
ಛ৭とڧみをҰ発展さͤ、ੈքత研究ڌのܗ成に͚たऔをਐ
める

Խࡍࠃ
　άϩーόϧԽがਐΉ地域社会のҰ員としてॾ՝にੵۃతにऔり
Ήことを௨して、地域のࠃ際Խڌܗ成に͚たऔをਐめる

 தظඪ தܭظը
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❶人材ཆ成ػや研究成Ռを׆༻して、地域の࢈業 	ྛਫ࢈業、
業、αーϏス࢈業等 
の生্ੑ࢈やޏ༻のग़、จԽの
発展をݗҾし、地域の՝ղܾのために、地ํ࣏ࣗ体や地域の
。業քをϦーυする࢈

ʲ̍ʳ地域՝のղܾのためのऔをਪਐ
ʲ̎ʳ地域の৯ؔ࿈࢈業のੑ׆Խ
ʲ̏ʳ՝ղܾܕ学शにͮجいたϓϩδΣΫト

の実施

ಠࣗ�ੑผ、ΤスχγςΟ、োの༗ແ、ੈ、ϥΠϑスタΠϧ、
Ձ値؍など、ҟなるഎܠをもͭଟ༷な学生や教職員がڞに学ͼ、
؍やՁ値ܠஙを指し、ଟ༷なഎߏにಇきやすいΩϟンύスのڞ
をもとに教育ɾ研究ɾ社会貢献ػの৽たな展։をਐめ、社会の
μΠόーγςΟのਪਐに貢献する。

ʲ̐ʙ̓ʳ学֎৫との࿈ܞにΑる
　　　　�μΠόーγςΟのਪਐ

教

育

められるٻ、際社会のมԽにԠじてࠃくרや社会、ͦれをऔりࠃ❹
人材を育成するため、ॊೈかͭػಈతに教育ϓϩάϥϜや教育研
究৫のվฤɾ整備をਪਐすることにΑり、ध要とڅڙのϚον
ンάを図る。

ʲ̔ʳ大学のڧみを׆かした教育研究৫の
վฤɾ整備等

❻ಛఆのઐ߈を௨じて՝を設ఆして୳究するというج本తな
るためにଞ͛をࢹ、のみをに͚さͤるとともにߟࢥ
のݟにも৮れることで、෯い教ཆもに͚た人材をཆ
成する。

ʲ1�ʳ学生のଟ༷なχーζにԠじた࣭の高い
学࢜՝ఔ教育の実ݱ

⓫σータۦಈܕ社会のҠ行など࢈業քや地域社会等のมԽにԠじ
て、社会人͚の৽たな教育ϓϩάϥϜをػಈతにߏஙし、数ཧɾ
σータαΠΤンスɾ"*�など৽たなϦςϥγーをに͚た人材や、
、ଘࣝをϦόΠζしたՃՁ値のある人材をཆ成することでط
社会人のΩϟϦΞΞοϓを支援する。

ʲ18ʳ数ཧɾσータαΠΤンスܥ授業Պ等、
ཤमূ໌ϓϩάϥϜやެ։࠲ߨ等の社会
人のडߨଅਐ

ʲ1�ʳ4PDJFUZ5�� ɾ࣭ࢿた教員の͚に࣌
ྗの্を図るϓϩάϥϜの։発

国
際
化

⓬学生のւ֎ݣの֦大や、༏लなཹ学生の֫ಘとଔ業ɾमྃޙ
のωοトϫーΫԽ、ւ֎の大学と࿈ܞしたࠃ際తな教育ϓϩάϥ
Ϝのఏڙ等にΑり、ҟなるՁ値؍に৮れ、ࠃ際֮ײを࣋った人材
をཆ成する。

ʲ��ʳࠃ際での׆༂をΉ学生の支援
ʲ�1ʳΞδΞॾࠃ 	学࢜՝ఔ̑かࠃ、म࢜՝ఔ

16かࠃ 
をରとしたཹ学生ड͚ೖれ
ϓϩάϥϜ 	ΞδΞϒϦοδϓϩάϥϜ
	"#1

のରࠃの֦大ٴͼ࣭తなվળ

研

究

⓮ਅཧの୳究、ج本ݪཧのղ໌や৽たな発ݟを指したૅج研究と
いて行Θれる学ज़研究のӽੑͮجにػతಈࡏʑの研究ऀのݸ
とଟ༷ੑをڧԽする。ซͤて、࣌のมԽにґらͣ、ܧঝɾ発展
すき学にରしてඞ要なݯࢿを֬อする。

ʲ��ʳ̐ͭのॏ研究をબఆし、研究をਪ
ਐすることにΑりӽੑをڧԽ
ޫԠ༻ �άϦーンՊ学 �ΧーϘ
ンχϡートϥϧՊ学 �ใԠ༻Պ学


⓯地域から地نٿにࢸる社会՝をղܾし、Αりྑい社会の実ݱ
にد༩するため、研究にΑりಘられたՊ学తཧやૅجతݟの
た研究։発をਐめ、社会มֵにͭながる͚実社会での実ફにݱ
Πϊϕーγϣンのग़を指す。

ʲ�6ʳ地域に͓͚る研究՝のղܾに͚た研
究։発のਪਐ

ʲ�7ʳ੩大発ϕンνϟーا業の設ཱਪਐを௨し
て、研究成Ռの社会実をਪਐ

ʑの大ݸやܞ業ք等との৫తな࿈࢈、֎の大学や研究ॴࠃ⓲
学のをӽえたڞಉར༻ɾڞಉ研究、教育ؔ係ڞಉར༻等をਪ
ਐすることにΑり、ࣗらが༗する教育研究Πンϑϥの高Խや、
୯ಠの大学では༗しಘない人తɾతݯࢿのڞ༗ɾ༥合にΑる
。を図る্Խɾ֦ு、教育ޮՌのڧのػ

ʲ��ʳ研究ॴをத৺にଞ大学とのωοトϫーΫ
研究ॴをߏங、ڞಉ研究の実施をਪਐ

ʲ31ʳ学෦附属地域ϑΟーϧυՊ学教育研究
センターの࣋ଓܕ業生ଶܥ෦ 	 
 
やྛ生ଶ෦ 	 ԋशྛ 
 等のػ
をڧԽ

業
務
運
営
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 をはじめとしたσδ
タϧٕज़の׆༻や、ϚΠφンόーΧーυの׆༻等にΑり、業全
ൠのܧଓੑの֬อとซͤて、ػを高Խするとともに、ࣄγ
スςϜのޮԽやใセΩϡϦςΟ֬อの؍を含め、ඞ要な業
運営体੍を整備し、σδタϧɾΩϟンύスをਪਐする。

ʲ��ʳσδタϧɾΩϟンύスの実ݱに͚た
全学ԣஅతなϓϩδΣΫトνーϜの設ஔ



ະདྷの՝܈のઓ
　ۙ年、ࢲたͪは、地نٿの՝や地域の՝にࢸるまで、ෳࡶでଟ༷な社会՝に໘しています。このΑうな՝をղ
ܾするには、ҟの人材がਂく࿈ܞし、「༷ʑなのઐࣝを༥合さͤ、社会のॾ՝のత֬なରԠを図ること」�「૯
合」がඞ要です。本学෦では、このΑうな「૯合」を׆༻してղܾすきॏ要՝として、下図の「未来の՝܈のઓ」
に示す̏ͭの՝にணしています。

ྩ݄̑̐ɺ੩Ԭେֶʹ
ʮάϩーόϧڞՊֶ෦ʯ͕ ੜ͠·͢

　本学෦では、طଘの6学෦の教育成Ռを༥合するとともに、全学学࢜՝ఔԣஅܕ教育ϓϩάϥϜとして実をੵみॏͶてき
た地域学環を発展తにऔりࠐみながら、৽たな教育を行うことを標とします。ଟ༷な人ʑとڠಇし、人จɾ社会Պ学から
ࣗવՊ学にࢸる෯いをͭな͛ることを௨じて、ෳ؟తなࢹから社会త՝をత֬にଊえ、「૯合」をɾ׆༻し、未
来社会をྗ׆とັྗҲれるものとしてߏできる「ڞܕ人材」を育成していきます。

ֶͼのϙΠϯτ

ਓΛͭͳ͗
ະདྷࣾձΛߏ͢ΔͨΊの
ֶͼ͕͜͜ʹ

ಛ৭の͋ΔΧϦΩϡϥϜ
　本学෦では、いࢹを࣋った人材を
育成するため、ڞՊ学ܥՊ、人จɾ
社会Պ学ܥՊ、ࣗવՊ学ܥՊ、コー
スઐՊを設ఆし、ૅجからઐまで
のࣝをόϥンスྑくमಘすることができ
るΑうにՊをஔしています。さらに、
社会త՝をత֬にଊえ、ଟ༷な人ʑと
ಇして՝をղܾするためにඞ要なڠ
ྗをཆうతで、άϩーόϧܥՊ、σー
タαΠΤンスܥՊをஔしています。Ҏ
্のΑうに、ૅجࣝ、ઐࣝ、ڞ
のख๏、これらのࣝɾྗがόϥンス
ྑく育成されるΧϦΩϡϥϜをߏஙしてい
ます。

ֶの֞ࠜΛ͑ͯަྲྀ͢Δɹֶ̍Պ̏ίーε੍
　本学෦では、学ྖ域のの֞ࠜをえたଟ༷なのަྲྀをଅすことをॏࢹして͓り、ͦ の֞ࠜをऔりった、̍ 学Պ（άϩー
όϧڞՊ学Պ）̏コース੍をとっています。コースの属は、̏年࣍લظからであり、学生のرを࠷大ݶଚॏする༧ఆです。

Ҭࡍࠃ
ੜֶڞ
ίーε

ʹతʹΒͨ͢Ίʹੜ͖Δਓʑ͕ɺΑΓత͔ͭ༑ݱ

ɾ社会学ɾจԽ人類学ɾ๏学ɾܳज़จԽɾݐங学などをૅجに෯く学Ϳ
ɾࠃ際社会と地域社会を௨ఈする社会՝をߟし、ղܾをߏするྗߟࢥをཆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ɾޠݴにとどまらない෯いコϛϡχέーγϣンɾスΩϧのख๏をमಘする

ੜ໋ݍ॥
ੜֶڞ
ίーε

৽ͨͳՁΛੜ͠ɺ࣋ଓՄͳ॥ࣾܕձΛ࣮͢ݱΔͨΊʹ
ɾΤωϧΪー、৯料、生材料、社会Πンϑϥ、生ଶܥ等の॥環ɾ࠶生にͭいての
みをཧղするઌのٕज़と人間社会の࠷���
ɾཧ学ɾԽ学ɾ生学ɾ๏学ɾ経ࡁ学ɾ社会学をத৺としたૅجを෯く学Ϳ
ɾ地ٿ（生໋ݍ）と人間社会がڞ生するための՝設ఆˍ՝ղܾྗをཆう

૯߹ਓؒ
Պֶ
ίーε

ਓؒͱͲ͏͋Δ͖͔Λ͍ଓ͚ɺਅの๛͔͞Λओମతʹ࣮͢ݱΔͨΊʹ
ɾスϙーπՊ学ɾ৺ཧ学ɾ๏学ɾྙཧ学など、ΣϧϏーΠンάにؔΘるଟ༷な学を、
���ઐతɾแׅతに学Ϳ
ɾ人ɾࣗવとのڞ生をϚωδϝントできる実ફྗを育成する
ɾ4PDJFUZ5�� をݟਾえたใՊ学教育

https://wwp.shizuoka.ac.jp/gkk/

άϩーόϧڞՊ学෦のΣϒαΠト

POINT 1
　地域ࠃ際࿈ܞ、θϩΧーϘン社会、
　人間Պ学をத৺とし
　෯いϦϕϥϧΞーπをに͚る

POINT 2
際తかͭࠃ　
　σδタϧ社会に͓͚る
　コϛϡχέーγϣンྗをに͚る

POINT 3
　ଟ༷ੑをଚॏし
　ଞऀとのڠಇにΑる�
　՝ղܾྗをに͚る

ʮڞܕਓࡐʯのҭ
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τϐοΫεɿ

৽ͨͳ࣌のઓ



　ۙ年、社会のมԽやީؾมಈ
にい、ַࢁ域をਫݯにྲྀͭ࣋域に͓
いて、ࣗવ生ଶܥのࣦや、ࡂのଟ
発、தࢁ間地のաૄԽと࢈業ਰୀと
いった、༷ʑな՝がݦஶԽしていま
す。これらの՝は、いͣれも生ଶܥɾ
࣭॥環といったࣗવ環境と、社会ɾ
経ࡁɾ生࢈といった人間׆ಈとのؔ係
ੑにىҼして͓り、これらの՝にର
ॲするためにはྲྀ域のҰ෦のみにண
するのではなく、ྲྀ域全体を၆ᛌする
ことがඞ要です。
　また、੩Ԭݝはզがࠃのྲַྀࢁ域
のॖ図であるともいえ、ྲַྀࢁ域が༗
する༷ʑな՝がݦஶԽするதで、ࢁ
ַྲྀ域の՝ղܾにରする地域からの
高いχーζが生まれています。Ҏ্の
Αうなഎܠの下、本学は、研究Պ等࿈
係՝ఔ実施ج本৫※である「ྲַྀࢁ
域研究Ӄ」を設ஔすることとしました。

ྩ݄̑̐ɺେֶӃʢम࢜՝ఔʣʹ
ʮྲַྀࢁҬڀݚӃʯΛ։ઃ͠·͢

˔๛͔ͳࣗવݯࢿͱͱʹ
ੜ͖͍ͯͨ͘ΊのઐՈɾ
Λҭऀڀݚ

域研究Ӄでは、ࣗવՊ学をྲַྀࢁ　
த৺に、経ࡁɾ社会もࢹにೖれた、
෯いにΘたる教育と研究を行う
ことにΑり、ࣗવՊ学にରするઐ
͚ࣝͩでなく、合ҙܗ成ྗや、経ࡁɾ
社会にରするࢹをซͤྲַྀࢁ、ͪ࣋
域に͓͚るࣗવ生ଶܥのࣦや、ࡂ
のଟ発、தࢁ間地のաૄԽと࢈業ਰ
ୀなどのྲྀ域が༗する՝をղܾでき
る人材のཆ成をతとしています。ط
ଘの૯合Պ学ٕज़研究Պٴͼ人จ社
会Պ学研究Պを࿈係ྗڠ研究Պとし、
྆研究Պの教育研究γーζをԣ
அతに༥合することで、৽たな教育՝
ఔを展։していきます。

ٶഀࡃҮ履岣の経ࢤമ岄س

ຊ৫ͱجࢪ՝ఔ࣮Պ࿈ڀݚ˞

大学がࣗらのஅでػಈੑを発شし、学のݯࢿを׆༻してԣஅతな教育にੵۃతにऔりΉこと
ができるΑう、طଘの研究Պ等の৫のをӽえた学ҐϓϩάϥϜを展։するために設ஔする৫です。

域研究ӃのΣϒαΠトྲַྀࢁ https://wwp.shizuoka.ac.jp/sangakuryuuiki/　

���पΛܴ͑·ͨ͠

���のาΈΛ;Έ͠Ίͯɹ͞ΒͳΔະདྷɹʙদΩϟϯύεʙ

　1��प年をܴえたことを記೦し、ྩ̐年݄̕��に
দࢢΞΫトγςΟদで記೦ࣜయを։࠵しました。
　ଔ業生、教職員のほか、ࠃɾ地ํ࣏ࣗ体、ا業、ۙྡ大
学のؔ係ऀ、দΩϟンύスのಉ૭会৫であるদ業
会のؔ係ऀなど、3��人༨がग़੮、ΦンϥΠンのதܧでも
約 1��� 人がࢹௌし、1��प年のઅをॕいました。
、から（業実行ҕ員会ҕ員ࣄ記೦）学෦ଟོհت　
この 1�� 年でࠃはもとΑり、ੈքで׆༂するଟくの人材
をഐग़したことのتͼ、1��प年をػܖとしてこれからも地
域社会に貢献できる大学として発展していきたいとのࣜࣙが
あり、٧Ұ学からは、これまでの1�� 年をඥղきな
がら、本学が͛ܝるཧ೦「ࣗ༝ܒ発、未来成」のૅとなっ
た、দ高等業学ߍのॳߍؔޱ٢ઌ生の͛ܝられ
た「ࣗ༝ܒᚙ」の教育ํや、ੈքにઌ͚ۦてςϨϏδϣ
ンの実ݧを成し͛た高༄݈࣍ઌ生のҒ業に;れながら、
ものͮくり࢈業がूੵするদ地域、੩Ԭݝ全体の発展に
がありࡰ༩する大学としてऔりみをਐめていきたいとѫد
ました。
　ͦのほか、「দΩϟンύス1��年のาみ」として、ݱ
のհや1��प年記࢙るมભとྺࢸのদΩϟンύスにࡏ
೦ࣄ業のઆ໌があり、ࣜయの݁ͼにتଟ学෦の発に

Αり、全員でສࡾࡀএを行いました。
　ࣜయにଓき、দࢢग़で��1�年ϊーϕϧཧ学を
डされた໊ݹ大学のఱߒ教授が「これまでの1�� 年、
これからの1�� 年」とした、記೦ߨԋを行いました。

ສࡾࡀএɿتଟ実行ҕ員

ఱઌ生ɿ記೦ߨԋ

Λͭͳ͗ɺ৽ͨͳ ��� ɹʙ੩ԬΩϟϯύεʙ
　1��प年をܴえたことを記೦し、ྩ̐年 11݄ 1�に
੩ԬݝコンϕンγϣンΞーπセンター「άϥンγοϓ」に͓
いて記೦ࣄ業を։࠵し、約5��人が参Ճしました。
　લの੍چ੩Ԭ高等学ߍのྺ࢙をৼりฦり、ތるき
౷をこれからもड͚͗ܧ、૯合大学のӥஐを大切にした大
学として未来にかってさらに発展していくことをئい、「
をͭな͗、৽たな1��年」をϝΠンςーϚとしました。
　記೦ࣜయでは、੍چ੩Ԭ高等学ߍཱ1��प年記೦をॕ
うとともに、記೦トーΫでは、本学のଔ業生である本ϚΫ
υφϧυϗーϧσΟンάスࣜג会社表औక社݉$&0
৭อࣜג、ࢯ会社ϒϦξストンऔక表ࣥ行
(MPCBM$&0ੴڮलҰࢯ、౦ژ大学໊༪教授ਢ౻मࢯ、本
学ಛ教授ాؠਔࢯのࢯ�がొஃし、٧Ұ学がਐ
行をめ、ٸޙࠓにಋೖがՃされる"*（人）
とのؔΘりํ、本学の未来૾、「ෳࡶԽする社会に͓͚る学
෦の֞ࠜをӽえた૯合」のॏ要ੑ、本学のもͭ౷とັྗ、

といったさま͟まなςーϚにԊってޠりました。
　本学の౷とྺ࢙をৼりฦり、ಉ૭生とݱ学生をͭな
͙とともに地域と大学とのԑをいで、大学が未来かっ
て発展していくことをف೦したࣜయとなりました。

地域ݯࢿをϑϧ׆༻したϑΟーϧυ教育ʴ社会をҙࣝしたԣஅܕ
ΧϦΩϡϥϜにΑりྲַྀࢁ域を၆ᛌできるઐՈɾ研究ऀを育成します

本学の౷を大切にし、未来の発展をف೦して

ྩ̐年は、੩Ԭ大学ཱのྲྀݯとなった੍چ੩Ԭ高等学੍چ、ߍদ高等業学ߍのཱ ���पという記೦
の年でもあります。ੑݸとଟ༷ੑを大切にする౷、੩Ԭݝからੈքにがるឺは、「ࣗ༝ൃܒɾະདྷ」という
本学のཧ೦として、研究や教育のૅとしても、いまにड͚ܧがれています。

岬屳岥屭岂岁ܠ履し居ଠ岂の࿊岙岬ک学の૱
ԥஇܗの展ླྀҮ学屖岬ఴし岘屳

ߊՌཀྵ学ڂݜՌ学ٗढ़૱˕
ߊՌ学ڂݜՌ学ٗढ़૱˕

˕人ชऀճՌ学ڂݜՌࡃܨߊ
˕学ढ़Ӆ教ү学Ү

୴教員

 峔屎峌峂岱岵崀峆

 峢岰屎峸峖峆岺峸

 峀峬峲峘岾屎峄峴崀峆岺峸

 ྙܙқ

ླྀҮの՟ୌմ݀にචགྷ岄ྙ岬ຑ屩教ү

教үڧ

ࡄ教ү

ಊਫ਼ཀྵ

ࡒਫ਼ࢊ

֒ࡄౖ

Үࠬ߁

経ࡃ屇峟峕屇生ସܧの経ࡃ屇峟峕屇生ସܧの
屾岄屦岤

峅岷峞屎岼

ླྀਭݱࣁ

Ցઔ؇ཀྵ

ஏҮ峔峃岱崀

ਁྜྷਫ਼ସ系ฯસ

ք༺

Ծླྀ

ླྀ

৪ਫ਼ସ

岵峀峑屎峷峇峭

ք༺ݱࣁ

峊屎峄峰峸屇
岱峛峦屎峄峴崀

ஏڷ৾ۂࢊ

Կۂࢊ࣏6
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ֶ෦ º੩Ԭࢢɹۀʹ͓͚Δলྗɾܰ࿑Խʹ͕ܨΔεϚーτٕۀज़࣮शΛల։

ɹڭ�ɹҭ

　学෦では、業に͓͚る *$5 ٕज़υϩーンを༻いた
実शを地域ϑΟーϧυՊ学教育研究センター౻ࢬϑΟーϧ
υにて実施しました。
　本の業ݱでは、人खにཔる࡞業やख़࿅ऀでな͚れ
できない࡞業がଟく、লྗԽ、人खの֬อ、ෛ୲のܰݮが՝
となっています。ͦこで、業にϩϘοトٕज़や *$5	 ใ
௨৴ٕज़ 
をۦした「スϚート業」を׆༻することで、
。されていますظ業に͓͚るলྗɾܰ࿑Խをਐめることが࡞
　学෦では、੩Ԭݝ、੩Ԭࢢ、੩Ԭ会ٞॴ、+"、੩Ԭ
大学をத৺ϝンόーとする「੩ԬࢢスϚート業研究会」と࿈
��、してܞ 年生をରにυϩーンૢ࡞の実शを行いました。
ྛਫ࢈লにΑるスϚート業の展։とޙࠓをݟਾえ、ক来を୲
う学෦学生にͦのಈを学ͼ、実際に৮れるػ会を࣋ってほ
しいというૂいです。

　また、学෦では、ϓϩδΣΫト研究ॴとしてྩ �年 1݄
1Αり「研究ॴ」を৫しました。これまでに学
෦がओにഓってきた生ཧ学తݟに学やใ学のٕज़を
み合Θͤた৽しいٕज़をߏஙすることを指しています。また、
੩Ԭࢢに͓͚るスϚート業のਪਐをαϙートするため、「੩
ԬࢢスϚート業研究会」は、ߨԋ׆ಈや՝֎授業などੵۃ
తに׆ಈをしています。
りఴいながら地域のدをਂめ、地域にܞ学࿈࢈、もޙࠓ　
。Խに貢献し、৽たなのにઓしますੑ׆業の࢈

˔৽ͨͳの

ʮ੩Ԭ 45&.ΞΧデϛーʯɹ۽ળհ໊༪ڭतɺຊՊֶڭҭֶձɾֶज़Λड

ળհ໊༪教授ɾಛ教授（੩Ԭ大学۽　 45&".教育
研究ॴ෭ॴ）のՊ学教育にؔするઌಋతɾ։తな業
ٴͼޭにରして、ྩ̐年݄̕�8、本Պ学教育
学会「学ज़」がଃఄされました。
໊༪教授がओ୲当として、+45۽　 の支援をड͚、δϡ
χΞυΫター育成ϓϩάϥϜとして「੩Ԭ 45&.ΞΧσ
ϛー」を 5 年間ܧଓして行っています。੩Ԭ 45&.ΞΧ
σϛーでは、খ学 5 年生からத学 3 年生までのडߨ生が、
ࣗࣗのڵຯɾؔ৺にͮجいたٙや՝にͭいてઐ
Ոの指ಋをड͚ながら୳究׆ಈ（ࣗ༝研究）を行い、
ऴతにࣗの研究成Ռを発表することを標としていき࠷
ます。
　この学ज़は、��11 年、� のϑϧϒϥΠトϓϩά
ϥϜで 3か݄間ΞΠΦϫ大学Պ学教育センターに٬員研究
員として、ΞϝϦΧの各地をௐࠪしたことにを発していま
す。この࣌発ݟした 45&. 教育研究を、Պ学ٕज़大
学ӃのԆ 1� ໊のത࢜߸औಘऀとともに 11 年間ܧଓし
て研究し、ଟくのӳจɾ本จのจをੈにग़し、各քで

、༂していることが高くධՁされました。੩Ԭ大学Αり׆
研究ϑΣϩーのশ߸をड͚てきたことからもΘかる௨り、
ࡏݱ業ল等からの研究費を࢈ࡁଓしてจ෦Պ学ল、経ܧ
でも֫ಘし、׆発な研究を展։しています。


ࠨ	ԑ教授ٶాと֟ౡ҆തࢯ	੩Ԭཱࢢ本ฏಈԂ�्ҩࢣɾӈ


&4%のऔのϙスターが展示された会の༷ࢠ

υϩーンを༻いた実शの༷ࢠ

υϩーンのૅجࣝやૢ࡞を学Ϳ学生たͪ

ͱʹͭ Δֶ͘ͼのɹશࠃ༮ڭࣇҭ &4%ϑΥーϥϜ����Λ։࠵

　ྩ̏年จ෦Պ学লϢωスコ׆ಈ費ิॿۚ 4%(T ୡ
成の୲いख育成（&4%）ਪਐࣄ業のҰ環として、ྩ 3 年
11 ݄ 1�に「全ࠃ༮ࣇ教育 &4%ϑΥーϥϜ ���1」を
։࠵しました。

教育学෦	ԑ教授ٶా　がϓϩδΣΫトϦーμーとなり、
教育学෦と੩Ԭࢢ本ฏಈԂとの࿈ࣄܞ業として࡞
された「4%(T σδタϧֆ本」は、�4%(T のڙࢠたͪの
されていま༺׆ຯؔ৺を高めるऔとしてଟくのॴでڵ
す。̏年の։࠵となるࠓճは、「&4%を࣠جとした࣭の
高い༮ࣇ教育のਪਐと学ߍ種間のଓɿ༮ࣇ教育のݪཧɾ
ཧ೦からの &4% のఏݴ」をςーϚに、「4%(T σδタ
ϧֆ本ϓϩδΣΫト」の展։からಘたݟのใࠂや、こど
もԂをத৺に地域全体がҰॹに育ͭॴ「ιμπό」を
り্͛ている社会ࢱ๏人ιμπόώΧϦの実ફใࠂ等
をத৺に、さま͟まなཱから&4% 実ફのলを行いま
した。
　当は、来とΦンϥΠンで։࠵し、教育ɾ社会教育
施設ؔ係ऀ、Ұൠا業、学生、/10、Ұൠのํなど、
全ࠃから�6� ໊が参Ճしました。「ともにͭくる学ͼの」
として、会とのରを௨し、࣋ଓՄな社会のりखの
育成にͭいてͣることができたϑΥーϥϜとなりました。

学ज़をडした۽໊༪教授（ӈଆ）
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ΩϊίڀݚのୈҰਓऀɺՏ؛༸ڭत͕ࢵद๙ষΛडষ ϓϩδΣΫτڀݚॴのॆ࣮ͱՌ

ɹݚ�ɹڀ

　Տ؛༸教授（ྩ̏年当࣌学෦、ݱಛผӫ༪教授）
が、ྩ ̏年ळのࢵद๙ষをडষしました。Տ؛教授は、生
༗ػԽ学に͓いて、߅ೝޮՌをもͭϠϚϒγタ
έ༝来のༀཧੑ׆࣭の発ݟやスΪώϥタέにΑるੑٸ
のղ໌など、Ωϊコの༷ʑな生ੑ׆࣭を発ݟするとと
もに、「ϑΣΞϦーϦンά」という年ಾであったࣳ生のதに
Ϧンάঢ়にΩϊコが生えるݱをՊ学తにղ໌し、২成
ௐઅ࣭としてϑΣΞϦーԽ合（'$T）を発ݟするなど
༏れた業をࢩ、͛ڍ学の発展に大きな貢献をしました。
　また、Տ؛教授は、ϑΣΞϦーϦンάをܗ成するΩϊコの
Ұ種であるコϜϥαΩγϝδのഓཆӷからఱવ༗ػԽ合
��B[B�8�PYPIZQPYBOUIJOF（ΞβΦΩιώϙΩαンνンʀ
Ҏ下"0)）を発ݟし、ͦ のਫ਼に成ޭしました。"0)が࣋
ͭ২の成ଅਐ࡞༻から、ώトൽෘにରしても༗༻なՄ
ੑがあるとߟえ、Ϗタϛン$6�όΠΦϦαーνࣜג会社と
の約̑年のڞಉ研究の݁Ռ、ੈ քでॳめて"0)をԽহと
してԽすることに成ޭしました（໊ɿϨϐスタ�）
　Ϩϐスタ�には、ൽෘόϦΞػのڧԽɾվળや、ࡉ๔を
、がೝめられています。また（༺࡞׆๔ොࡉ）Խするಇきੑ׆
"0)はΩϊコのみならͣ、ถなどのࠄやトϚト、δϟΨΠ
Ϟ、খদࡊといったࡊなどࢲたͪがৗతに৯ている
২にも含まれて͓り、̓ 全で、̓ ৺して༻できるԽহ
。料といえますݪ
　ൽෘόϦΞػをվળするΤΠδンάέΞ成"0)を
含༗する੩大発ɾੈ քॳのԽহݪ料「Ϩϐスタ�」は、ྩ
̐年1�݄からൢചが։࢝されています。

ϑΣΞϦーϦンά

όϥの切りՖにରする"0)のޮՌ（̍ि間ޙ）

　ϓϩδΣΫト研究ॴとは、教員からのਃにΑり、研究
ઓུࣨでのώΞϦンάを経て、「एख研究ऀからఏҊのあっ
た社会త要の高いの研究」、「੩Ԭ大学のಛ৭を׆
かした学際తϓϩδΣΫト研究」、「࢈学࿈ܞにࢿする研
究等のਪਐ」、「ࣗओతな研究׆ಈのڧԽ」、「৽しい研究
の発展」を実ݱするため、̏年Ҏのظ間で学が
設ஔをڐՄするものです。学の研究ऀや、ا業などにॴ
属する֎෦の෯い研究ऀも参Ճして研究を行える੍設
計となっています。な͓、ظ間ऴྃޙには、ͦの׆ಈのධ
Ձをड͚、設ஔظ間のߋ৽をすることができるΑうになっ
ています。
　ྩݩ年 11݄1に࠷ॳのϓϩδΣΫト研究ॴを設ஔ
したのをൽ切りに、ྩ̐年 11݄ 1ࡏݱで 3�の研究
ॴが設ஔされています。研究༰にͭいては、ཧ学、ܥ
学ܥ、ใ学ܥ、人จ社会Պ学ܥ、教育学ܥなどと෯く、
また学際ܥの研究ॴがଟいのがಛです。

教員からのਃ

研究ઓུࣨにΑるώΞϦンά

ϓϩδΣΫト研究ॴ（ظ間ɿ̏年Ҏ）

学が設ஔをڐՄ

ޙ間ऴྃظ

。৽ありߋ間のظ。ಈをධՁ׆

研究ࣨで学生を指ಋするՏ؛༸教授（άϦーンՊ学ٕज़研究ॴɾ学෦）

एख研究ऀからఏҊ
のあった社会త要
の高いの研究

੩Ԭ大学のಛ৭を
かした学際త׆
ϓϩδΣΫト研究

にܞ࿈学࢈
する研究等のਪਐࢿ

৽しい研究の発展 ࣗओతな研究׆ಈのڧԽ

ൃ߬ͱαεςφϒϧͳ
Ҭࣾձڀݚॴ
ॴɿ大ࢤݪຑ教授

人จ社会Պ学෦

όΠΦ೩ྉ
ੜٕ࢈ज़ڀݚॴ

ॴɿԬౡいͮみ।教授
学෦

　発߬৯ɾҿ料をめ͙る地域จ
Խをૉ材として、αスςφϒϧな地
域社会の発展に͚たՄੑにͭ
いて୳ٻします。人จՊ学、社会
Պ学、ࣗવՊ学をԣஅする学際త
なϓϩδΣΫトです。ଞ大学や、ৢ
ॴا業、࣏ࣗ体等とも࿈ܞし研
究がਐめられています。
　����年 1 ݄の੩ԬϏーϧϓϩ
δΣΫトの記ࣄҎ߱、Կもใಓ
。にऔり্͛られていますؔػ

੩ԬΈ͔Μڀݚॴ

ॴɿՃ౻խ教授
学෦

　੩Ԭಛ࢈のみかΜ（٦類）にͭ
いてૅجからԠ༻にࢸる研究を行
います。۩体తには、݈߁ҡ࣋等
のޮՌがظされる成が๛に
含まれるՌ実を࡞ग़する研究や、
อଘੑを高めるためのண৭ଅਐ（ૣ
ഓิ๏やอଘのظऩ֭）、ظ
ஷଂ件の研究などです。また、
͚ͩでなく、౦ೆΞδΞのՌ実ࠃ
の࣭にؔする研究も行います。

　未ར༻ٴͼഇغόΠΦϚスから、
本学で։発したநग़๏にΑり೩料
༉をநग़し、σΟーθϧ発ి༻೩
料としてిྗڅڙにࢿするととも
に、ϚΠΫϩάϦουγスςϜの実
ূ実ݧを௨じて地域のిྗڅڙに
かかる՝を໌らかにし、ͦのղ
ܾを指します。タンβχΞのແ
ిԽ地ଳでのόΠΦϚス発ిの実
༻Խに͚たج൫ٕज़の研究։発
を行い、さらにくଞのΞϑϦΧॾ
や౦ೆΞδΞの展։も指しࠃ
ます。

これらҎ֎にも、本学の学ज़のਐ展ٴͼ地域の՝ղܾ等ʑに͚て、ʑ、ϓϩδΣΫト研究ॴは׆ಈを行っています。
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ίϯςετͰटҐΛ֫ಘࡍࠃのࣗಈղݧࢼ๏࢘

　ใ学෦のङ๕৳।教授の研究άϧーϓが࡞成した
ࣗಈղثが、࢘๏ݧࢼのࣗಈղをڝうࠃ際コンςスト
「$0-*&&�����」で、ਖ਼टҐのੑをୡ成しました。
　人に͓いて、人間のݴ༿をѻうࣗવޠݴॲ
ཧは、ੈքが研究։発にしの͗をるޙ࠷のϑϩンςΟ
Ξです。ͦのதでも、๏ؔ࿈のจষは๏తなઐ
ࣝにՃえ、ཧや「ੈքのࣝ」がඞ要なઓతな
です。
やཧ༝を示すことのできる「આ໌Մなڌࠜ、はޙࠓ　
"*」にΉ͚て、৽たな設ఆとධՁ設計を行い、࣍の
ϑΣーζにਐめます。この研究でಘられた研究成Ռは、
ݺ本の๏に͓͚るσδタϧԽのਐ展とも、ޙࠓ
Ԡしͭͭ、ࡋաఔのࣗಈԽ支援にͭながるとظされ
ています。 ङ๕৳।教授（ใ学෦）

࠵ɹެ։γϯϙδϜΛ։ڌΠϊϕーγϣϯੑײ

　本学をはじめとする � 大学 6 成されていߏ業にΑりا
るޫىΠϊϕーγϣンڌが参ըする「ਫ਼ਆతՁ値が
成するੑײΠϊϕーγϣンڌ（ౡ大学ੑײΠϊϕー
γϣン研究ਪਐߏػ）」�は、࠷ऴ年をܴえ、研究։発
の成Ռをく発৴するため、ྩ̏年 1� ݄ 8 （ਫ）、
౦ࠃژ際ϑΥーϥϜでެ։γンϙδϜを։࠵しました。
　�「ਫ਼ਆతՁ値が成するੑײΠϊϕーγϣンڌ」は、
大学やا業のؔ係ऀがҰ体となって研究։発をྗڧにਪ
ਐするために։࢝されたจ෦Պ学ল「ֵ৽తΠϊϕーγϣ
ンग़ϓϩάϥϜ $0*�453&".」のڌとして、ฏ成
�5 年からྩ 3 年までの � 年間、ै来ܕの「Ϟϊ
の๛かさ」から、ਫ਼ਆతՁ値が成する「ここΖの๛かさ」
のύϥμΠϜγϑトをج本コンセϓトに、ੑײ๛かなՁ
値のग़にΑる৺๛かなϋϐωス社会のを指して

औりΜできました。αςϥΠトڌであるޫىΠϊ
ϕーγϣンڌは、ڧみである「ޫ」と「Ի」のٕज़を
のセンγンάੑײ、しܞと࿈ڌౡ大学の、かして׆
ٕज़とୡٕज़にؔする研究にऔりΜできたとこΖで
す。
　ಉγンϙδϜにはจ෦Պ学লをはじめ、大学、ا業
などのؔ係ऀ 3�� ໊（会参Ճऀɿ�5 ໊　ΦンϥΠン
参Ճऀɿ��5 ໊）が参Ճしました。本学からは、ిࢠ
学研究ॴの人ೋ教授が「ੑײإΧϝϥʙՄޫࢹɾෆ
Մޫࢹを༻いたؔੑײ࿈生体ใのඇ৮計ଌʙ」にͭ
いてใࠂしました。
　また、会にはσϞやϙスター発表のコーφーが設
͚られ、参Ճऀは各ϒースをճり、スタοϑのઆ໌をฉ
いたり、࣭をしたりしてཧղをਂめていました。

ެ։γンϙδϜの༷ࢠ

ɹ�ࣾձ࿈ܞɾֶ࢈࿈ܞɹ

ҏ౾ະདྷデβΠϯϥϘ

　ओに੩Ԭݝでࣄ業を展։するا業やஂ体にҏ౾ࢢと
本学をՃえたϝンόーにΑって、ྩ̏年 8݄から�� 
ఔのใަ会「ҏ౾未来σβΠンϥϘ」をङϕー
スで݄̍։࠵しています。ا業の৽しいಈや地域貢
献、4%(T をҙࣝしたऔなどをհすることで、ޓいに
。をड͚、৽たなコϥϘϨーγϣンも生まれていますܹ
ྫえ、4#4ϥδΦ「੩Ԭݝの未来をくものͮくりΧン
ύχー」の൪に参Ճا業がग़ԋしऔをհしたり、こ
の会を௨じてり合ったا業ಉ࢜で৽たなΠϕントをاը
するなど、ॏ要なϓϥοトϑΥーϜとなっています。
　また、ྩ̐年 3݄Αり、ҏ౾にࠜを下Ζしてࣄ業展։
するΩーύーιンಉ࢜を݁ͼ͚ͭ、ޓいに学ͼ合い、৽た
なࣄ業ग़のՄੑを୳ることをతとしたެ։Ϗδωス
セϛφー「౦෦αςϥΠト࿈ଓセϛφー」を݄1 ։࠵し
ています。�۩体తには、%9のಋೖやΤϦΞϚωδϝント、
ۭきՈղܾにͭながるߏ、地域ϝσΟΞのଘࡏՁ値、地
域経ࡁ॥環の実ݱに͚たऔなど、ͦれͧれのا業が
地域にযをあてಛにྗをೖれているࣄ業にͭいてհが
行Θれました。
　本औは、ا業の࠷৽ใに৮れたり、࿈ܞのػ会を
さ͙るوॏなػ会となって͓り、ޙࠓは、ಛに੩Ԭの౦෦
地域とのをҙࣝしながら、׆ಈをܧଓしていく༧ఆで
す。大学生たͪのΞΠσΞにظするا業もଟく、ޙࠓ本
学の学生がا業のࣄ業計ըなどに参ըするػ会も૿える
かもしれまͤΜ。また、大学とا業のڞಉ研究がここから
生まれるՄੑもߟえられます。

ҏ౾未来σβΠンϥϘの༷ࢠ

౦෦αςϥΠト࿈ଓセϛφーの༷ࢠ

Ҭͮ Γ͘ਓݚࡐमձ

　ྩ̏年 11 ݄、੩Ԭݝと࠵ڞで「地域ͮ
くり人材研म会」を実施しました。この研म
会では、ެຽ館׆ಈ等を௨じて社会教育ɾ
生֔学शࣄ業を展։している指ಋऀの教育
研究ใのఏڙ、大学とのωοトϫーΫͮく
りٴͼ指ಋऀの্࣭ࢿをతとし、ݝ社
会教育ؔ係ऀ͓Αͼ大学生をରに、ಛ৭
のある地域ͮくりのྫࣄใࠂとϫーΫγϣο
ϓを行っています。ࣄ業を展։するؔ係ऀと
地域ͮくりにؔ৺をͭ࣋大学生とのަྲྀは、
৽たな地域ͮくりのΞΠσΟΞを生Ήととも
に、Ωϟンύスではಘがたい学ͼのػ会と
なっています（ຖ年։࠵）。
　また、্記研म会とはผに、༷ʑな՝を
๊える地域にग़か͚、地域ॅຽとのަྲྀのத
で、ղܾ支援をはかるग़લܕの研म会も։࠵
しました。

ެຽ館での地域ͮくり研म会の༷ࢠ

ೆҏ౾ொでのग़લ研म会の༷ࢠ
（ඬྲྀΰϛを׆༻したϓϥンター࡞り）

ೆҏ౾ொでのग़લ研म会の༷ࢠ
（ඬྲྀΰϛをूめるϏーνΫϦーン）
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ɹࡍࠃ�࿈ܞ

ΫϥΠφֶੜのࢧԉ

　ϩγΞ܉のΫϥΠφのࣄ܉৵߈をड͚、本学は、Ϋ
ϥΠφのҰࠁもૣいฏをئい、দΩϟンύスにて੨とԫ
のϥΠトΞοϓを行うとともに、ྩ̐年݄̏7、ϩγΞ
める学ϝοセーδٻとฆ૪のฏతղܾをࢭఀ࣌のଈ܉
を発ग़しました。あΘͤて、学業や研究׆ಈのܧଓがࠔ
となっている学生支援のため、ΫϥΠφにある大学間ަྲྀ
ͼ大学ٴの大学生ߍఆڠ
Ӄ生をަཹ学生として
ड͚ೖれることをܾఆし、
ྩ̐年݄̕、タϥスγΣ
ϑνΣンコΩーཱࠃ大
学から̎人のཹ学生をड
͚ೖれました。
　ΞンφさΜとμϦΞさΜ
は、本学では૯合Պ学研
究Պ（学ઐ߈）とใ
学෦にॴ属し、ޙ学ظΑ
り授業をड͚ています。
1�݄ 18に行Θれたཹ

学生と本人νϡーター学生との࠙ஊ会では、ࠃ際࿈ܞਪ
ਐߏػ෭ߏػである౻Ҫوج।教授から、「੩Ԭ大学は、
あなたたͪを支援します。҆৺して学生生׆をૹってくͩさ
い」とޠりか͚ました。　
。本学では、さらにཹ学生をडೖれる༧ఆです、ޙࠓ　

μϦΞさΜ 	தԝࠨ 
、ΞンφさΜ 	தԝӈ 
と
νϡーター学生の༞ՃさΜ（ࠨ）、ߊհさΜ੨とԫのϥΠトΞοϓ

ϥϯδྲྀަࡍࠃԽΛ推ਐͤ͞Δࡍࠃ

、際ަྲྀϥンδは੩Ԭɾদ྆Ωϟンύスに͓いてࠃ　
際ަྲྀにؔ৺のある学生ɾཹ学生がग़会い、会できるࠃ
を࡞ることで学生のӳྗޠのΞοϓを図ること、学生とڠ
ಇでΠϕント等を行うことにΑり、ࠃ際ަྲྀ׆ಈを׆発Խす
ることなどをతとし、Ωϟンύスのࠃ際Խを図ることを
指しています。

ʻ੩ԬɾদΩϟϯύεڞ௨のऔʼ
˗�&OHMJTI�-PVOHF
　　（ि̎ճ、ӳޠωΠςΟϒ教員にΑるӳ会Ϩοスン）

˗�50&*$�50&'- ࠲ߨ
　　（年間 1ճͣͭのूظதϓϩάϥϜ）

ʻ੩ԬΩϟϯύεのऔʼ
˗੩大όσΟ
（ཹ学生と本人学生がϖΞʗάϧーϓをみ、͓ޓい
のݴ༿ɾจԽɾؔ ৺をڞ༗しながらαϙートしあうコϛϡ
χςΟ）

˗"GUFSOPPO�DIBUUJOH
　　（ӳޠのυϥϚをݟながらӳޠをうことをָしΉ）

˗੩大ࠃ際ΞΧσϛーɿࢲのཹ学体ݧ
（本学教員のࠃ際体ݧをฉきͭͭ、学生教職員のަྲྀ
を図るωοトϫーΩンάΠϕント）

ʻদΩϟϯύεのऔʼ
˗5IVSTEBZ�"DUJWJUJFT�（ຖि༵のަྲྀΠϕント）

˗本ޠαϙートσスΫ
（大学生׆や本ޠ学शなどでࠔっているཹ学生を、
本人学生やཹ学生のઌഐたͪがαϙートする）

˗ 4QPSUT�%BZ（スϙーπを௨してަྲྀをਂめる）

4QPSUT�%BZ の༷ࢠ

ɹେֶӡӦɹ

ωーϛϯάϥΠπۀࣄのಋೖ

ͼ研ٴऩೖの֦大を図り、大学の教育ݾࣗ　
究にࢿすることをతに、ωーϛンάϥΠπ੍
をྩ̏年 1� ݄にಋೖしました。ࠓճ、「૯
合研究౩̎֊ ��教ࣨ」（দΩϟンύス）をωー
ϛンάϥΠπެืし、બఆҕ員会にΑる৹ࠪの
݁Ռ、౦ࣳΩϠϦΞ 	 ג 
 が、ωーϛンάϥΠπɾ
ύートφーにબれました。
　本学のωーϛンάϥΠπܖ約は、本ܖ約がॳ
となり、ྩ̐年݄̍からྩ̒年 1� ݄まで、
ಉ施設は「5$�3PPN���」と໋໊されました。
ྩ̐年݄̍ 17 には、٧Ұ学ٴͼ
本౦ࣳΩϠϦΞ 	 ג 
 ࣥ行員ग़੮の下、
։設記೦ࣜయをࣥり行い、ࣨٛߨલに設͚た
൘とΠンϑΥϝーγϣンϘーυを൸࿐しまし
た。本ࣥ行員から、「これまで੩Ԭ大の学
生を࠾༻している実がありますが、ޙࠓ、さ
らなるؔ係ڧԽを指しています。ฐ社をΑり
ۙなଘࡏとしてってもらえれいです。」
とѫࡰいたͩきました。٧学は、「本学の
施設をαϙートいたͩき、࿈ܞをਂめていたͩ
͚ること、たいΜخしくࢥいます。本学はܧ
ଓతにωーϛンάϥΠπ੍を׆༻し、੩Ԭɾ
দの྆Ωϟンύスでا業や࢈業քとの݁ͼͭ
きをڧくしていきたい。」とड़、ޙࠓの発展に
。しましたظ

　本学ॳのωーϛンάϥΠπࣄ業のܖ約క݁となった

લに設͚たѪশ൘を൸࿐する本ࣥ行員と٧学ࣨٛߨ　

ϦαΠΫϧืۚΛ։࢝͠·ͨ͠

　本学は、ݹ本、தݹの $%ɾ%7% などでد附ができるϦαΠΫϧืۚを։࢝しました。͝د附いたͩいたෆ要をϦ
αΠΫϧすることでಘられたࠪఆֹۚが本学にد附されます。環境にも༏しい৽しいܗのืۚです。օ༷からの͝د附
は、「੩Ԭ大学未来成ۚج」のҰ෦として、本学の学生支援や教育研究׆ಈに大切に׆༻さͤていたͩきます。

附属図書館（੩Ԭɾদ）に設ஔして
いるݹ本ઐ༻のϦαΠΫϧϘοΫス

　ϦαΠΫϧืۚΣϒαΠト

,03&"/�%":ɿؖࠃの౷༡ͼ体ݧ
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άϦーϯՊֶٕज़ڀݚॴ
　άϦーンՊ学ٕज़研究ॴは、地
、༺生ɾར࠶やΤωϧΪーのݯࢿٿ
ࣗવڞ生にΑる॥環ܕɾૉ社
会実ݱのために、৽たな環境ɾΤ
ωϧΪーɾόΠΦɾԽ学のՊ
学ٕज़をする、ૅجからԠ༻
までのग़ޱをݟਾえたάϦーンɾΠ
ϊϕーγϣンをਪਐするために設ཱ
されました。研究ॴのதには̓ͭの
研究コΞが設ஔされて͓り、ͦれͧ
れಠࣗのϛογϣンにͮجいた研究
を行っています。ݸʑの研究༰は
ͦ、にؔΘり合って͓りࡶいにෳޓ
れͧれの研究成Ռがू約ɾ౷合さ
れることで、人類と社会を、ࡏݱ
໘しているॾのղܾとಋく
ことを指しています。

のऔܞ࿈ڀݚ˔

　ྩݩ年݄̕にϚϨーγΞՊ大学 	65.
 に本研究ॴとのδϣΠントϥϘを設ஔ、ྩ̎年には本研究ॴに͓い
ても大学にδϣΠントϥϘを設ஔし、65.を含め֎ࠃ人研究ऀとڞಉ研究をਪਐする環境を整備しました。65.と
はඍ生にΑる༗༻࣭生࢈に͓いてڞಉ研究をਐめ、ڞஶจも発表しています。

˔γϯϙδϜ։࠵

ʮάϦーϯՊֶٕज़ʯʹযΛͯͨ
ɹੈ քॳのࡍࠃγϯϙδϜ
　άϦーンՊ学ٕज़にؔする研究とٕज़։発のਪਐ、
4%(T の標̎、̏、̓のにऔりΉܧଓՄな
ωοトϫーΫのߏஙをతに、本、Πンυ、Πンυ
ωγΞ、ϚϨーγΞの研究ؔػがத৺となり、ୈ 1 ճ
「*OUFSOBUJPOBM�$POGFSFODF� GPS�(SFFO�4DJFODF�
BOE�5FDIOPMPHZ����1�（*$(45）�」をྩ̏年݄̕
�1 、�� にΦンϥΠンで։࠵しました。྆で約
�7� ໊が参Ճし、研究ऀのަྲྀや࠷৽の研究成Ռの
発表が行Θれました。

੩Ԭのଟ༷ͳڀݚ࿈ܞΛਂΊΔγϯϙδϜ
　੩Ԭݝの大学、ެతا、ؔػ業の研究ऀとのҟ
ަྲྀを含め、ଟ༷な研究࿈ܞをਂめることをత
としてྩݩ年Αり։࠵している੩Ԭࡾݝ大学合ಉ
γンϙδϜ（本学ɾ੩Ԭཱݝ大学ɾদҩՊ大学）
をྩ̏年はྖ域研究会との༥合大会としてྩ
̏年 11 ݄ 1� にΦンϥΠンで։࠵し、研究ऀや学
生など約 15� ໊が参Ճしました。ྩ̐年からは
౦ւ大学、੩ԬཧՊ大学をՃえ、「੩Ԭݝ大学研究
࿈ܞγンϙδϜ」の໊শで։࠵する༧ఆです。

ൣғ（μڧޫ、間ɾۭ間ղ࣌学研究ॴは、lࢠి　
ΠφϛοΫϨンδ）、域に͓いてੑݶۃを指したΠϝー
δンάσόΠスの研究։発とΠϝーδンάσόΠスにಛԽした
ޫɾిٕࢠज़のૅج研究 zを行っている研究ؔػです。
　本学のલߍのҰͭであるদ高等業学ߍで研究׆ಈを
行い、大ਖ਼ 15年にϒϥンにΑる「Π」のࣈのిૹɾड૾
にੈքでॳめて成ޭした「本のςϨϏの」とݺれる高༄
として͓り、ত̐̌年݄̐に৽੍ݪ教授の研究ࣨを݈࣍
大学で།Ұのཧܥ附ஔ研究ॴとして設ஔされました。

ձٞࡍࠃΛਤΔྲྀަڀݚઌの࠷֎のࠃ
　本γンϙδϜは、高༄教授の業をশえるとともに、ಉࢯのҙࢥをड͚͗ܧ、ΠϝーδンάαΠΤンスのߋなる発展
を指して、研究ऀのूいのとしてฏ成 11 年からຖ年։࠵されています。
　ྩ̏年 11 ݄ 1� に։࠵しましたୈ �3 ճのγンϙδϜでは、

として、جௐߨԋ̐件、টߨԋ̍件、高༄डऀ̑件のߨԋを行いました。ײછ֦大ࢭのため、։ظ࠵間を
̍にॖしてのΦンϥΠン։࠵となりましたが、17� ໊が参Ճし、׆発な౼ٞの下、༗ҙٛな研究ަྲྀが行Θれました。

5PXBSE�"EWBODFE�*NBHJOH�4DJFODF�$SFBUJPO
��"�IBQQZ�CMFOEJOH�PG�OBOPWJTJPO�BOE�NBUFSJBM�TDJFODF��

࠵೦γϯϙδϜ։ه࣍༄݈ߴ˔

「生体ҩࣃ学ڞಉ研究ڌ」は、౦ژҩՊࣃՊ大
学生体材料学研究ॴ、౦ژ業大学未来࢈業ٕज़研
究ॴ、ౡ大学φϊσόΠス研究ॴٴͼ本研究ॴの࿈
のઌਐࣃ༥合にΑり、生体ҩػのؔػ研究ܞ
తڞಉ研究をਪਐし、զがࠃの生体材料、ҩྍ༻σό
Πス、ҩྍγスςϜ等の実༻Խをଅਐするڌܗ成を
తとしています。
　ฏ成 �8年݄̐にจ෦Պ学লωοトϫーΫڞܕಉར༻ɾ
の̍ͭとしてೝఆされ、ྩ̐年݄̏で̒ڌಉ研究ڞ
年間のࣄ業がऴྃしましたが、ͦの間のऔٴͼ研究
成Ռが高くධՁされ、ୈⅠظのظධՁに͓いて࠷高の
「̨」ධՁをಘることができ、ྩ̐年ΑりୈⅡظのܧ
ଓਃがೝめられました。ୈⅡظではୈⅠظでഓった高
ਫ४学ٕज़からҩྍԠ༻のਝかͭγーϜϨスなॎ

؏࿈ܞのڧԽにՃえ、ྟচでཱͭ�.FEJDBM�%FOUBM�$ZCFS�1IZTJDBM�4ZTUFN（.%$14）にΑるσδタϧԽ、σータ࿈ܞに
ΑるҩྍԠ༻のԣஅత༥合の֦ॆとҩྍԠ༻間の࿈ܞをଅਐしていく༧ఆです。

˔ੜମҩڞֶࣃಉڌڀݚͱͯ͠ のऔ

「Π」のࣈ

高༄݈࣍૾ڳ

I S S C C (
)

10

( )

ॴڀݚֶࢠి
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ିआରরද
　ିआର照表は、ܾ ঢ়ଶを໌らかにするࡒ、することにΑりࡌを記࢈ࢿΑͼ७͓࠴ෛ、࢈ࢿ（3݄31）に͓͚るすてのࢉ
ためのものです。

の෦࢈ࢿ ྩ̎ ྩ̏ લൺ
ɹݻఆ࢈ࢿ 6�3 61� ˚��

　　༗ݻܗఆ࢈ࢿ 6�� 616 ˚��

　　ແݻܗఆ࢈ࢿ � 3 1

　　投ͦࢿのଞの࢈ࢿ 1 1 �

ɹྲྀಈ࢈ࢿ 67 66 ˚�1

ɹܭ߹࢈ࢿ ��� ��� ˚��

ෛ࠴の෦ ྩ̎ ྩ̏ લൺ
ɹݻఆෛ࠴ 1�1 �8 ˚�3

ɹྲྀಈෛ࠴ 5� 58 ˚�1

ɹෛܭ߹࠴ ��� ��� ˚��

୯Ґɿԯ円

७࢈ࢿの෦ ྩ̎ ྩ̏ લൺ
本ۚࢿ　　 ��� ��� �

本༨ۚࢿ　　 �3 �1 ˚��

　　རӹ༨ۚ 17 1� �

ɹ७ܭ߹࢈ࢿ ��� ��� �

ɹෛ࠴ɾ७ܭ߹࢈ࢿ ��� ��� ˚��

˙ྩ ߏのՊۀࣄ�
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˙ྩ̏ۀࣄのओͳ૿ݮཁҼ

ʓҬֶ౩のվम
　ྩ̏年に、地域学環౩վमࣄが

行Θれました。これにΑり、౦෦Ωϟンύス

にࡏしていた学環ػがू約され、学生

の׆ಈڌとしての施設整備がਐみました。

　ฏ成 �8年݄̐にスタートした地域学

環は、੩Ԭ大学全体が༗する教育研究ݯࢿを

ॊೈにかͭ࠷大ݶに׆༻して、ै来の学෦の

みをӽえることをՄにした教育ϓϩ

άϥϜとして、Αりັྗతな地域社会の

にऔりΉことができる人材を育成してき

たとこΖです。

　本学は、ྩ̑年݄̐、৽たに「άϩーό

ϧڞՊ学෦」を設ஔします。

　άϩーόϧڞՊ学෦は、社会త՝がଟ

༷ԽɾෳࡶԽするݱ社会に͓いて、ଟ༷な

人ʑとڠಇし、人จɾ社会Պ学からࣗવՊ学

にࢸる൚なをͭな͙ことで、ෳ؟తなࢹ

から社会త՝をଊえ、「૯合」をɾ

「人材ܕڞ」できるߏし、未来社会を༺׆

を育成することをతとしています。

　この৽学෦では、本学が༗する̒学෦の教

育成Ռを༥合するとともに、地域学環を

発展తにऔりࠐみながら、৽たな教育を指

します。
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˙༗ݻܗఆ࢈ࢿのݮՁঈ٫の推移

վमલ

վमޙ

地域学環౩（成ࣸਅ）

　地域学環౩վमにΑるݐ等のࣄの成や、大ܕ設備のߪೖ等にΑるݻఆ࢈ࢿの૿Ճがありましたが、

。গしていますݮ૯ֹはྩ̎年とൺֱして࢈ࢿఆݻ、にΑり（গݮՁ値の࢈ࢿ）Ձঈ٫ݮの経年にう࢈ࢿଘط

　また、ظに͓͚る未ۚ高のݮগ等にΑり、ྲྀಈ࢈ࢿであるී௨༬ۚがݮগしました。
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財務のঢ়گ

ɹ��� ྩ の֓ཁࢉܾۀࣄ�



ଛӹࢉܭॻ
　ଛӹ計ࢉ書は、Ұ会計年（�݄1ʙ 3݄31）に発生したすての費༻とऩӹを記ࡌし、経営ঢ়ଶを໌らかにするた
めのものです。

Պ ྩ̎ ྩ̏ લൺ
ɹܦৗඅ༻ 177 18� 3

　　教育研究費 �� �1 1

　　डୗɾڞಉ等経費 11 13 �

　　人件費 1�� 11� ˚�1

　　Ұൠཧ費等 6 7 1

ɹྟ࣌ଛࣦ � � �

ɹظ૯རӹ � 6 �

ɹɹ߹ܭ 181 186 5

Պ ྩ̎ ྩ̏ લൺ
ɹܦৗऩӹ 181 183 �

　　運営費ަۚऩӹ �� �� �

　　学生ೲۚऩӹ 58 5� 1

　　֎෦ۚࢿ等ऩӹ �� �� ˚��

　　施設費ऩӹ 1 1 �

　　ͦのଞࡶӹ等 � 1� 1

ɹྟ࣌རӹ � � �

ɹతੵཱۚऔֹ่ � � �

ɹɹ߹ܭ 181 186 5

˙ྩ ߏのՊۀࣄ�

୯Ґɿԯ円

˙ྩ̏ۀࣄのओͳ૿ݮཁҼ

　教育研究׆ಈは、大෯な੍ݶが生じたྩ̎年にൺճ෮となり、運営ҡ࣋費の૿Ճがみられたこと、৽たな
研究ثػ等の整備をਐめたこと等にΑり、教育研究費が૿Ճしました。
˔ର໘授業や՝֎׆ಈ等がճ෮となり、ਫಓޫ費等の運営ҡ࣋費が૿Ճしました。また、研究༻ثػやใػ
。の整備がਐみ、備ফ費が૿Ճしました。これらをओな要Ҽとし、教育研究費が૿Ճしましたث
˔தظ標ظ間の࠷ऴࣄ業年にかかる会計ॲཧとして運営費ަۚ࠴（ֹ）を全ֹऩӹに計্したことにΑり、
。རӹが૿Ճしています࣌ྟ

　෦ہผに経ৗ費༻と経ৗऩӹをൺֱすることにΑり、各セάϝントのنとߏ成のಛをݟることができます。

˙෦ہผのܦৗඅ༻ͱܦৗऩӹのঢ়گ
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˗ظ૯རӹ
費༻とऩӹのֹࠩ6ԯ円が
当ظ૯རӹとなります。
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ుࢢ学ڂݜॶ

ήϨʖϱՌ学ٗढ़ڂݜॶ

学ߏ

๑人ຌ෨

સ学ڠ௪ࢬઅ

05001,0001,5002,0002,5003,0003,500

˛人݇ඇ ඇܨүگ˛ ඇܨԋࢩڂݜүگ˛ඇɻܨڂݜ˛
˛णڂݜඇ ˛一ൢ؇ཀྵඇ

単位：百万円

༼ඇܨ फӻܨ
˛ӣӨඇިۜफӻ ˛学生ۜफӻ फӻۜࣁ෨˛
࠶ศෝݡࢊࣁ˛ ӻࡸ˛

1,352 1,694
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1,580
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1,161
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1,214

404

87

546

351

1,478

2,771

3,104

特定資産の減価
償却費の1/2

（算出方法）教育に要した経費÷学生数
◆教育に要した経費　8,772,906千円

※教員人件費の1/2＋学務系事務職員にかかる人件費
◆学生数　10,118人

教育経費 教育研究支援
経費 人件費※

図書の当期
増加額の1/2

331 
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310 

845 

332 

867 

0

500

1,000

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

学生一人当たり年間コストの推移千円

授業料
535千円

ֶੜҰਓ͋ͨΓ ���ઍԁ�Λ͔͚ͯڭҭΛ͓ͯͬߦΓ·͢ɻʢؒʣ
　学生1人当たりの授業料は年間約535千円ですが、実際に学生1人当たりの教育コストはどのくらいなのでしょうか。学生1人

当たりの教育経費を示す指標として、「学生当教育経費」という指標があります。これは、「教育経費 ÷学生数」で表され、この

数値が大きいほど学生1人当たりの教育に要する経費が高いことを示します。しかし、教育に係るコストは教育経費のみではなく、

附属図書館や各種センター等の大学全体を支援するための施設等の運営に要する経費や学生を支える教職員の人件費も含まれ

ます。これらの経費（※下記参照）を合計し学生数で割ると、学生 1人当たりの教育コストは約 867千円となりました。本学は適

切に教育コストを投じて人類の未来と地域社会の発展に貢献できる人材の育成や教育研究環境の整備を行っています。
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ྩ̏׆ۚج�༻の͝ใࠂɹ

ɹ͝دෟडೖֹ

݅����ෟडೖ݅دʗدෟडೖ૯ֹ���������ԁ
օ༷からの͝د附は、ओにҎ下のࣄ業に׆༻さͤていたͩきました。

ઃ͔Β��ؒͰɺ���������ԁの͝دෟΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻʢྩ��݄ࡏݱʣ
੩Ԭ大学未来成ۚجは、ཧ೦「ࣗ༝ܒ発ɾ未来成」のもと、本学に͓͚る学生支援、研究ɾ教育׆ಈ、
ͼ環境整備を支援するために設ஔしました。ฏ成��年からଔ業生や地域のօ༷Αりٴ、際ަྲྀのॆ実ࠃ
ଟ大な͝支援をࣀり、本学の෯い支援に׆༻さͤていたͩいて͓ります。օ༷のԹかい͝支援͝ྗڠに、
৺Αりँײਃし্͛ます。

業がଟくਐग़するタΠ、Πンυωاݝ
γΞ、ϕトφϜ、Πンυ、ϛϟンϚーをॏ
に、༏लなΞδΞ人ཹ学生ٴͼ本人
学生のम学支援等を行っています。

দΩϟンύスは、���� 年で設ཱ1��
प年をܴえます。ϊーϕϧڃの研究։
発人材やものͮくり࢈業をϦーυする人
材の育成等の実ݱのため、͝支援を͓
。いして͓りますئ
（ࣸਅɿদ高等業学1��7、ߍ 年）

അज़෦では、അのࣂ育にかかる費༻を
෦費やΞϧόΠトでっています。৽
で、学生ڹછのӨײコϩφΠϧスܕ
ΞϧόΠトがݮりऩೖが大෯にݮりまし
たが、օ༷の͝د附の͓か͛で、̒ ಄の
അたͪとڞに׆ಈをଓ͚ることができて
います。

ۀࣄ#1�46"
（ΞδΞϒϦοδϓϩάϥϜ）

 ����� ઍԁ

দΩϟϯύε���पه೦ۀࣄ

 ���� ઍԁ

അज़෦׆ಈࢧԉۀࣄ

 ���� ઍԁ

৽ͨͳऔɹ
˙ΫϥΠφڠఆֶߍੜのडೖΕࢧԉ
ϩγΞ܉のΫϥΠφ৵߈にい、学業や研究׆ಈをܧଓすることがࠔな大学間ަ
ߍఆڠྲྀ 	タϥスɾγΣϑνΣンコɾΩーཱࠃ大学、ΫϥΠφཱٕࠃज़大学
にࡏ
学する学生をަཹ学生としてडೖれ生׆支援を行い、学業や研究をܧଓできる環
境をఏڙするࣄ業です。

�ԉ༰ࢧ �
˔までの支援（ߤ費༻）
（ڙ営ॅのແঈఏࢢ営ɾݝ際ަྲྀ会館ຢはࠃ੩Ԭ大学）支援ډॅ˔
˔生׆費支援（ֹ݄ 7ສ円を࠷大 1年間支څ）
附߲l大学運営全ൠد、ΣϒαΠトΑりۚجされるํは、未来成ر附を͝د※ zを͝બのうえ͓ਃࠐみくͩさい。

˙ϦαΠΫϧืۚʹΑΔ͝دෟ
附߲l大学運営全ൠد、本ɾ%7%ɾϒϥンυなどをϦαΠΫϧしಘられた͓ۚがݹ zとしてد附され、
本学の教育研究׆ಈや学生支援などにཱてるऔです。ϦαΠΫϧのճऩは、8&#ɾ͓ిから
͓ਃࠐみいた͚ͩます。ৄしくはӈ記23コーυΑりϦαΠΫϧืۚのΣϒαΠトを͝ཡくͩさい。

༑ձ৫ʮ੩ԬେֶΏ͔Γのձʯ͕ൃ͠·ͨ͠ɻߍ

ʮΏ͔Γのձʯͱ
業など੩Ԭ大学とاをはじめ、ଔ業生ɾऀޢ学生ɾอࡏ　 l ԑ（Ώかり）z のあるํをͭな͙ڠ ɾྗԠԉωο
τϫーΫです。会員ಉ࢜もͭな͗、未来成のྠを͛ていきます。

ಈ༰ɹ׆
�੩Ԭେֶの࠷৽ใΛू͠ɺϝーϧϚΨδϯͰ৴͠·͢ɻ

৽の研究成Ռ࠷ ܞ業や地域との࿈ا

学生や教職員の׆༂ セϛφーやΠϕントの͝Ҋ ੩大生͚の会員ا業のब׆ใ
　　　　　　　　　　　　　など

ձһืूத

ͲͳͨͰೖձͰ͖·͢ɻ
「Ώかりの会」8FCαΠト

静岡大学広報・基金課基金係
˟����85��　੩ԬॣࢢՏ۠大୩836
5&-ɿ�5���38�5183　'"9ɿ�5���38���5�　
F�NBJMɿZVLBSJOPLBJ!BEC�TIJ[VPLB�BD�KQ
ʮΏ͔ΓのձʯXFCαΠτ IUUQT���XXQ�TIJ[VPLB�BD�KQ�ZVLBSJOPLBJ�

※社会తྗຢはͦれらとີなؔ係を༗するஂ体ٴͼݸ人のೖ会をೝめて͓りまͤΜ。

͓い合Θͤ

੩大生͚のΠϕントใなど会員のօ༷に
͓らͤしたいことが͟͝いましたら、ϝーϧで͝࿈བྷくͩさい。

ձһొはこͪらˣ
ʢϝーϧϚΨδϯొʣ

ゆかりの会

ະདྷۚج�ΣϒαΠτ

ϦαΠΫϧืۚ�ΣϒαΠτ
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ିआରরද
　ିआର照表は、ܾ ঢ়ଶを໌らかにするࡒ、することにΑりࡌを記࢈ࢿΑͼ७͓࠴ෛ、࢈ࢿ（3݄31）に͓͚るすてのࢉ
ためのものです。

の෦࢈ࢿ
தظඪؒظ ୈ ظ� ୈ̎ظ ୈ̏ظ

Պɹɹ ���
)�������

�� �
)�������

�� 
)�������

�� 
)�������

�� 
)�������

ྩݩ
3������

ྩ̎
3������

ྩ �
3������

࢈ࢿఆݻ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
　地 33355 33355 3�81� 3�811 3�811 3�811 3��33 �����
ݐ　 17�73 �3�6� 3�116 35175 3535� 36��5 378�6 �����
Ձঈ٫ྦྷ計ֹݮ　　 ˚�8�7 ˚�65�5 ˚�1�6�� ˚�138�� ˚�1���� ˚�161�6 ˚�17��� ˚������
ଛଛࣦྦྷ計ֹݮ　　 � � ˚�8 ˚�8 ˚�8 ˚��3 ˚��3 ˚���
ஙߏ　 7�� 1�76 �385 �617 �66� �88� 333� ����
Ձঈ٫ྦྷ計ֹݮ　　 ˚�7� ˚�53� ˚���7 ˚�1�8� ˚�117� ˚�1�5� ˚�13�8 ˚�����
ఆצ設Ծݐ　 � 3� ��5 13 �77 3�� 37 ���
ցஔɾंػ備ɾ۩ث۩　 ɾ྆ધഫ �87� 738� 1�786 116�7 111�3 11113 11586 �����
Ձঈ٫ྦྷ計ֹݮ　　 ˚�873 ˚��58� ˚�88�1 ˚��5�� ˚��16� ˚��586 ˚�1��1� ˚������
ଛଛࣦྦྷ計ֹݮ　　 � � ˚�1� ˚�1� ˚�1� ˚�1� ˚�6 ˚��
　図書 535� 563� 5�5� 5�6� 5�68 5�73 5�7� ����
　ඒज़ɾऩଂ 8 5 7 7 7 7 7 �
　ಛݖڐɾ標ݖ（Ծצఆ含Ή） 5� �1� �76 �71 �57 �37 ��1 ���
　ιϑトΣΞ 35 �� 3 � � � � �
　投ࢿ༗Ձূ݊ 1�� 37 5� �8 5� �8 �� ��
　ͦのଞのݻఆ࢈ࢿ 6 6 6 6 6 6 6 �
ྲྀಈ࢈ࢿ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
ͼ༬ۚٴۚݱ　 �5�� �677 �855 �81� 3�3� 5��� 6��5 ����
　未ऩ学生ೲۚऩೖ 3� 56 5� 61 5� 1�3 1�� ���
　未ऩೖۚ 36 �33 �31 3�5 �11 3�6 16� ���
　ͦのଞ 6 15 �� �6 13 15 �1 ��

ܭ߹࢈ࢿ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

ෛ࠴ɾ७࢈ࢿの෦
தظඪؒظ ୈ ظ� ୈ̎ظ ୈ̏ظ
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࠴ఆෛݻ ���� ���� ����� ����� ����� ����� ����� ����
�ᶃ࠴ฦෛݟ࢈ࢿ　 6618 88�5 ��31 ��7� �5�� ��7� ���6 ����
　دظ附ۚ࠴�ᶄ � 37 5� �8 5� �8 �� ��
　ظϦース࠴ 3� 385 1�� 61� 67� �6� �73 ��
࠴ڈআ࢈ࢿ　 � �76 16� 16� 1�7 1�8 11� ��
　ͦのଞ（ظआೖۚ等） 13�1 � 68� 656 6�� 5�5 565 ���
ྲྀಈෛ࠴ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
　運営費ަۚ࠴�ᶅ 18� 117 65 5 �� 68 ��5 �
�ᶅ࠴附ۚد　 13�5 13�� 1386 13�� 13�� 1351 13�� ����
　લडडୗ研究費等�ᶆ 3� 83 �6 �� 1�7 18� �58 ���
　ظϦース࠴ 1�8 1�� �68 1�6 ��3 �15 �18 ���
　未ۚ ��78 1�63 �73� �71� 1817 �5�5 �76� ����
　ͦのଞ 1�11 817 ��7 585 5�8 6�� 1��� ����

ෛܭ�߹�࠴� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
ຊۚࢿ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
　ग़ۚࢿ�ᶇ ���6� ���6� �8��1 �8��1 �8��1 �8��1 �8��1 �����
ຊ༨ۚࢿ ˚����� ˚���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
本༨ۚ�ᶈࢿ　 1�� 7631 166�7 178�3 18��� 1�75� ��766 �����
　ଛӹ֎ݮՁঈ٫ྦྷ計ֹ�ᶉ ˚�1��� ˚�7887 ˚�13�6� ˚�1513� ˚�16�73 ˚�17��� ˚�18388 ˚������
　ଛӹ֎ݮଛଛࣦྦྷ計ֹ � � ˚�8 ˚�8 ˚�8 ˚��3 ˚��3 ˚���
　ଛӹ֎རଉ費༻ྦྷ計ֹ � ˚�3� ˚�33 ˚�36 ˚�33 ˚�3� ˚��7 ˚���
རӹ༨ۚ ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
教育研究環境整備ཱۚੵۚج 	తੵཱۚ
ᶊ � � � 1�6 ��� ��� �5� ���
　ੵཱۚ � ��� ��� ��� ��� ��� 1�68 ����
　当ظ未ॲརӹ　 71� 117� 1�6 �7 78 ��6 3�� ���

७ܭ�߹�࢈�ࢿ� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
ෛ࠴ɾ७ܭ߹࢈ࢿ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

（୯Ґɿඦສ円）

ଛӹࢉܭॻ
　ଛӹ計ࢉ書は、Ұ会計ظ間（݄̐̍ʙ݄̏31）に発生した全ての費༻とऩӹを記ࡌし、経営ঢ়ଶを໌らかにするためのもの
です。
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༺ৗඅܦ
　業費 1753� 16�3� 18��� 17786 18��7 17676 17�53 �����
　　教育経費�ᶃ 137� 1�8� ���� �13� �1�5 ��53 ��66 ����
　　研究経費�ᶄ 1��� 1��1 13�8 1338 166� 1378 1166 ����
　　教育研究支援経費�ᶅ 58� 8�7 788 868 783 775 71� ���
　　डୗ研究費等�ᶆ 838 1��� 8�� �5� 1��3 1�8� �37 ����
　　डୗࣄ業費�ᶇ 1�5 ��3 �7� �7� �71 �5� ��� ���
　　人件費 135�3 11�17 1�3�5 1��18 1��83 11��3 11�58 �����
　Ұൠཧ費�ᶈ ��5 573 �8� 713 ��� 638 611 ���
༺費ࡒ　 1� 1� 6 � 1� 8 6 �
ଛࡶ　 � � � � 1 � � �
ܭ߹༺ৗඅܦ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
ৗऩӹܦ
　運営費ަۚऩӹ�ᶉ 1�318 �616 �3�� �563 �35� ��87 ���� ����
　学生ೲۚऩӹ�ᶊ 6�61 5�8� 5�6� 5��� 5��� 5�1� 5771 ����
　डୗ研究等ऩӹ�ᶋ 838 1��� 881 �5� 1��3 1�8� �37 ����
डୗࣄ業等ऩӹ�ᶌ 1�5 ��3 �73 �7� �71 �5� ��� ���
附ۚऩӹ�ᶍد　 3�3 �68 3�� 3�6 3�� 3�� �73 ���
　ิॿۚ等ऩӹ�ᶍ � �8� �76 37� 3�7 ��� 771 ���
　施設費ऩӹ�ᶍ � �6 �6� �6 1�8 17� 1�1 ���
ೖ�ᶎ࠴ฦෛݟ࢈ࢿ　 37� 66� 67� 65� 6�� 6�� 5�� ���
　ͦのଞ（ࡶӹ等） 136 36� ��7 �6� �7� �63 ��3 ���

ܭ߹ৗऩӹܦ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
ɹɹܦৗརӹʢܦৗଛࣦʣ ��� ���� � ��� �� ��� ��� ���
ɹɹྟ࣌ଛࣦ ���� �� �� �� �� �� �� ��
ɹɹྟ࣌རӹ ���� � �� �� �� � � ���
ɹɹతੵཱۚऔֹ่�ᶏ� � � ��� � � �� � ���

ظ૯རӹ ��� ���� ��� �� �� ��� ��� ���

（୯Ґɿඦສ円）

ିआର照表
ᶃ　ݻఆ࢈ࢿをऔಘした合、औಘݪՁ૬当ֹを計্するෛ࠴。当֘࢈ࢿのݮՁঈ٫費の計্にԠじ、ऩӹՊであるݟ࢈ࢿฦෛ࠴ೖにৼりସえる。
ᶄ　د附をड͚た投ࢿ༗Ձূ݊のݩ本૬当ֹ。
ᶅ　ࠃからަされた運営費ަ͓ۚΑͼ్をಛఆしड͚ೖれたد附ۚの未༻૬当 。（ӽֹ܁年ֹ࣍）
ᶆ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجきड͚ೖれたडୗ研究等（डୗ研究、ڞಉ研究、डୗࣄ業）ऩೖのうͪ、ҕୗظ間がܧଓしている合の࣍年܁ӽֹ。
ᶇ　ཱࠃ大学๏人Խにいからݱग़ࢿをड͚たֹのྦྷ計ֹ。
ᶈ　औಘしたݻఆ࢈ࢿがཱࠃ大学๏人の࢈ࡒతૅجをߏ成するとೝめられた合、औಘݪՁ૬当ֹを計্するՊ。
ᶉ　ݮՁにରԠすきऩӹの֫ಘが༧ఆされないものとしてಛఆされたঈ࢈ࢿ٫（ಛఆ࢈ࢿ）にかかるݮՁঈ٫ྦྷ計ֹ。
ᶊ　経営ྗೝఆ（จ෦Պ学大ਉのঝೝ）をड͚たతੵཱۚ。

ଛӹ計ࢉ書
ᶃ　ཱࠃ大学๏人の業として学生等にରし行Θれる教育に要する経費。۩体తにはਖ਼՝教育、՝֎教育等に要する経費。
ᶄ　研究に要する経費。۩体తには研究のためにऔಘする備、研究施設のҡ࣋等に要する経費（Պ研費、डୗ研究等経費はআく）。
ᶅ　附属図書館、ใج൫センター等、学෦等にॴ属ͤͣ、大学全体の教育ɾ研究ํを支援するために要する経費。
ᶆ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجき実施するडୗ研究やڞಉ研究に要する経費。
ᶇ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجき実施するडୗࣄ業に要する経費。
ᶈ　本学のཧ運営を行うために要する経費。۩体తには会ٞの運営、ࣄہの業、Ωϟンύス等の環境整備等に要する経費。
ᶉ　運営費ަۚ࠴のうͪ、ظ間ਐ行ج४、業ୡ成ج४、費༻ਐ行ج४のいͣれかのج४にΑりऩӹԽしたֹ。
ᶊ　授業料ऩӹ（授業料࠴のうͪظ間ਐ行ج४にΑりऩӹԽしたֹ）、ೖ学ۚऩӹ（ೖ学खଓ࣌ྃにೖ学खଓのରՁとして計্したֹ）ٴ�ͼ
。（に計্したֹ࣌ఆのରՁとしてೖۚݕೖ学）ఆ料ऩӹݕ　　
ᶋ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجき実施するडୗ研究やڞಉ研究にかかるऩӹ。
ᶌ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجき実施するडୗࣄ業にかかるऩӹ。
ᶍ　د附ۚ、ิ ॿۚ、施設費の各ݯࡒに͓͚る費༻にରԠするऩӹ。
ᶎ　ݻఆ࢈ࢿ（ঈ࢈ࢿ٫）औಘ࣌に計্したݟ࢈ࢿฦෛ࠴から、ݮՁঈ٫費の発生にରԠしৼりସえるためのऩӹՊ。
ᶏ　తੵཱۚをݯࡒとする費༻計্૬当ֹをతੵཱۚからৼりସえるためのՊ。

財務データの推移
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Ωϟογϡɾϑϩーࢉܭॻ
　Ωϟογϡɾϑϩー計ࢉ書は、Ұ会計ظ間に͓͚る「ݱ 
༬ۚٻͼ要ٴۚ）」のडのঢ়گを」業׆ಈ」、「投׆ࢿಈࡒ」、「
。の۠に͚て表示するものですͭࡾಈ」の׆

தظඪؒظ ୈ ظ� ୈ̎ظ ୈ̏ظ
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Ⅰ ۀ務׆ಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩー ���� ���� ��� ��� ��� ���� ���� ����

　�運営費ަۚ、授業料、د附ۚ等
　�にΑるऩೖ 1�6�7 1833� 1731� 1731� 17��� 17533 17�13 �����

　�人件費、ݪ材料ຢは
　�αーϏスのߪೖにΑる支ग़ ˚�1�688 ˚�166�� ˚�16736 ˚�1685� ˚�16�38 ˚�165�8 ˚�16�86 ˚������

　�༬りՊ学研究費ิॿۚ等の૿ֹݮ 8 �� �8 17 ˚�� 1� 157 ��

ೲۚの支ֹݿࠃ�　 � ˚�618 ˚��3 � � � � �

Ⅱ ׆ࢿಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩー ˚����� ˚����� ˚��� ˚���� ˚���� ��� ˚���� ˚�����

ͼച٫に係るٴのऔಘ࢈ࢿఆݻ　　
　　ऩೖと支ग़のֹࠩ ˚�18� ˚��5�1 ˚�116 ˚��3� ˚��77 3�3 ˚�3�� ˚�����

　　施設費ऩೖ�ᶃ、࢈ࢿച٫にΑるऩೖ 5� 371 11�3 1131 �7� 1�5� 1��7 ���

のऔಘにΑる支ग़�ᶄ࢈ࢿఆݻ　　 ˚���3 ˚��873 ˚�131� ˚�1371 ˚�1�51 ˚�16�6 ˚�1��1 ˚�����

��投࢈ࢿࢿのऔಘٴͼച٫のऔҾ ˚����� 785 17 ˚�� 13 1 � �

　　ఆظ༬ۚの、
　　投ࢿ༗Ձূ݊のঈؐにΑるऩೖ 53�� �7�6 5�81 �785 1�� 81 78 ��

　　ఆظ༬ۚの༬ೖ、
　　投ࢿ༗Ձূ݊のऔಘにΑる支ग़ ˚�73�� ˚�1��� ˚�5�63 ˚��787 ˚�8� ˚�7� ˚�73 ˚���

　　རଉのडऔֹ � � � � � � 13 ��

Ⅲ 財務׆ಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩー ˚���� ˚���� ˚���� ˚���� ˚���� ˚���� ˚���� ˚����

　�ظआೖۚのआೖにΑるऩೖ � � � � � � � �

　�ظआೖۚのฦࡁにΑる支ग़ � � � � ˚��6 ˚�31 ˚��� ˚���

　�Ϧース࠴のฦࡁにΑる支ग़�ᶅ ˚���5 ˚�1�� ˚��7� ˚��71 ˚���5 ˚���3 ˚��15 ˚����

　�རଉの支ֹ ˚�1� ˚�1� ˚�7 ˚�� ˚�� ˚�� ˚�7 ˚��

Ⅳֹݮ૿ۚࢿ� ���� ˚���� ��� ˚��� ˚���� ���� ���� ˚����

Ⅴظۚࢿ�टߴ � ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

Ⅵ ظۚࢿߴ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ᶃ�施設整備費ิॿ͓ۚΑͼ大学վֵ支援ɾ学Ґ授༩ߏػ施設費ަۚのೖֹۚ。
ᶄ࢈ࢿ�আ࠴ڈを計্した༗ݻܗఆ࢈ࢿのআڈにかかる支ग़ֹを含Ή。
ᶅ�ϑΝΠφンスɾϦースܖ約にͮجく࠴のฦࡁにΑる支ग़ֹ。

（୯Ґɿඦສ円）

ॻࠂใࢉܾ
えํを౿まえ、Ұ෦発生ओٛをऔߟのظとしͭͭग़ೲ整ཧૅجओٛをۚݱ、४に४じجに͓͚る会計ೝࣝࠃ、書とはࠂใࢉܾ　
りೖれ、๏人等の運営ঢ়گをऩೖɾ支ग़ϕースでใࠂするものです。
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ऩೖ

　運営費ަۚ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

　施設整備費ิॿۚ �� ��� ���� ���� ��� ���� ��� ���

　ધഫݐ費ิॿۚ � � � � � � � �

　施設整備ିۚࢿۚঈؐิ࣌ॿۚ �� � � � � � � �

ิॿۚ等ऩೖ � ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

大学վֵ支援ɾ学Ґ授༩ߏػ施設費ަۚ � �� �� �� �� �� �� ��

ऩೖݾࣗ　 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

　　　授業料ٴͼೖ学料ݕఆ料ऩೖ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

　　　附属පӃऩೖ � � � � � � � �

ॲऩೖ࢈ࡒ　　　 � � �� � � � � �

ऩೖࡶ　　　 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

附ۚऩೖ等　ᶃدͼٴ等研究ऩೖܞ学࿈࢈ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ظआೖۚऩೖ � � � � � � � �

　ିճऩۚ � � � � � � � �

　ঝܧ༨ۚ � � � � � � � �

ཱۚੵܧ๏人ঝچ　 � � � � � � � �

　తੵཱۚऔ่�ᶄ � � ��� � �� �� ��� ���

ܭ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

ग़ࢧ

　業費�ᶅ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

　　　教育研究経費 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

����　ྍ経費 � � � � � � � �

　施設整備費 �� ��� ���� ���� ��� ���� ��� ���

　ધഫݐ費 � � � � � � � �

　ิॿۚ等 � ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

業費等�ᶆࣄ附ۚدͼٴ等研究経費ܞ学࿈࢈ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

　ିۚ � � � � � � � �

　ظआೖۚঈؐۚ �� � � � �� �� �� ��

大学վֵ支援ɾ学Ґ授༩ߏػ施設費ೲۚ � � � � � � � �

計 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

ऩೖʵࢧग़ ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���

ᶃ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجくडୗ研究等（डୗ研究、ڞಉ研究、डୗࣄ業）ऩೖ͓Αͼد附ۚऩೖ。
ᶄ　తੵཱۚにΑる支ग़のためऔり่しを行ったֹ。
ᶅ　ฏ成��年の۠มߋにあΘͤ、Ұൠཧ費を業費に含めている。な͓、業費には人件費を含Ή。
ᶆ　ࠃやا業等とのܖ約にͮجくडୗ研究等（डୗ研究、ڞಉ研究、डୗࣄ業）にかかる支ग़͓Αͼد附ۚにΑる支ग़。

（୯Ґɿඦສ円）
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